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ソーシャルワークにおける「理論と実践の

乖離」克服の方向性をポストモダン的対人援

助技法としてナラティヴ・アプローチに求め、

その専門性、固有性を理論的に整理した。そ

して、わが国のソーシャルワーク実践におい

て、認知症介護家族への支援におけるナラテ

ィヴ・アプローチの一定の有効性が検証され

た。 

１．研究計画の概要 

本研究は、認知症高齢者をかかえた家族を

支援する技法としてナラティヴ・アプローチ

に着目し、その有効性を理論的、実証的に検

証するとともに、ソーシャルワーク理論とし

ての体系化を図るものである。 

 

２．研究の進捗状況 

  (1)文献レビュー 

(3)認知症介護家族への参与観察 認知症ケア、家族会、ソーシャルワーク、

ナラティヴ・アプローチ、回復の語り、エン

パワメント、ケアマネジメント、社会構成主

義、ストレングス、セルフヘルプ・グループ、

質的調査法、テキストマイニングなどに関す

る国内外の文献レビューを行った。 

 首都圏の認知症家族会を対象に参与観察

（一部業務委託）を行い、逐語録を作成した。

司会者、世話人がその場で展開される言語的

な営みをファシリテートする方法に着目し

ながら分析を行った。 

  

３．現在までの達成度 (2)ソーシャルワークの実践的研究 

②おおむね順調に進呈している。 地域包括支援センター社会福祉士(非常

勤)としてナラティヴ・アプローチを用いた

ソーシャルワーク実践を行い、その実践から

データを収集して分析を行った。 

（理由） 

 本研究における当初の研究目的では、認知

症高齢者をかかえた家族へのナラティヴ・ア



プローチを用いた支援のうち、個別援助とし

て地域包括支援センター社会福祉士（非常

勤）の実践からのデータ収集、また集団援助

として、認知症家族会への参与観察による逐

語録の作成を予定していた。本研究は現在ま

でに、この当初の計画がおおむね順調に進展

している。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 本研究の今後の研究推進方針として、認知

症家族会の逐語録の分析を進め、論文投稿を

行う。またナラティヴ・アプローチを用いた

個別援助、集団援助、地域援助の統合を図り、

ソーシャルワーク理論として体系化する。 

今後のさらなる展開としては、テキストマ

イニングによる質的研究の可能性を検討す

る。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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